
待
し
て、

史
料
紹
介
を
行
う
所
以
で
あ
る
。

こ
の
度、

平
安
末
期
の
伊
勢
に
関
す
る
新
史
料
「
掃
守
某
畠
地
売
券」
（
図
I
)

が、

新
た
に
皇
學
館
大
学
の
所
蔵
と
な
っ

た
。

私
は
日
本

中
世
史
を
専
攻
す
る
者
で
あ
る
が、

本
文
書
の
購
入
に
際
し、

こ
れ
に
全
面
的
に
関
与
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
緯
も
あ
り、

ま
た
平
安
時
代
と

は
い
っ

て
も、

白
河
院
政
が
始
ま
る
直
前
の
応
徳
元
年
(
-

0
八
四）

の
文
書
で
あ
っ

て、

中
世
の
関
連
史
料
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら、

こ

こ
に
そ
の
概
要
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き、

そ
の
責
務
を
果
た
し
て
お
こ
う
と
思
う。

な
お
本
文
書
は、

内
閣
文
庫
所
蔵
「
光
明
寺
古
文
書」

第
一

三
巻
に
そ
の
写
し
が
伝
存
し、

0
号、

以
下
同
文
書
は
文
書
番
号
の
み
記
す）

や
『
日
本
塩
業
大
系』、
『
平
安
遺
文
』

な
ど
に
翻
刻
さ
れ
て
い
て、

既
に
学
界
周
知
の
史
料
と

も
言
え
る
。

し
か
し、

そ
の
原
本
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。

本
文
書
が
広
く
学
界
共
有
の
財
産
と
な
る
こ
と
を
期

一
、

は
じ
め
に 闘

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵

岡

そ
こ
か
ら
史
料
纂
集
『
光
明
寺
文
書
』
（
二
五

野

「
掃
守
某
畠
地
売
券」

友

彦
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史
料
紹
介

し
て
そ
の
契
約
を
認
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
周
知
の
通
り、

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

ま
れ
る
地
名
は
粟
野
村
の
他
に
、

松
倉
村
（
一

号）

（
岡
野）

•

宇
羽
西
村
（
二
六
八
号）

・

小
俣
御
園
（
二
八
三
号）

残
っ

て
い
る
が、

こ
の
当
時、

← 

口
判

大
神
宮
司
判
官
代
大
中
臣
近
字

在
地
刀
禰
加
證
署
了、

（
証
判）

「

件
畠
地
泊
進
明
白
也、

俯

（
自
署）

相
知
妹
夫
大
中
臣
「
兼
末」

掃
守
□
口

之
事、

而
依
有
直
要
用、

相
副
本

得
進
退
領
掌
□
口
慮、

無
有
□
口

定
永
地
泊
渡
進
畠
地
立
券
文
事

合
壼
段
者

在
度
會
郡
湯
田
郷
粟
野
村
字
田
畠
者

四
至
疇
聾
冒

雪
疇
鰐守
領

直
絹
戴
拾
疋
請
了、

同
（
花
押）

右
件
畠
地、

従
本
領
主
僧
勢
増
之
手、

買

券
文、

永
所
泊
渡
於
高
羽
江
中
大
夫

殿
如
件、

例
為
後
代
立
券
文、

以
辞、

應
徳
元
年
二
月
十
三
日

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

三、

概
要

本
文
書
は
応
徳
元
年、

掃
守
某
と
い
う
人
物
が、

僧
勢
増
か
ら
買
得
し
て
い
た
度
会
郡
湯
田
郷
粟
野
村
の
畠
一

段
を、

高
羽
江
中
大
夫
と
い

う
人
物
に
絹
二
十
疋
で
売
却
し
た
土
地
証
文
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
現
在、

湯
田
と
い
う
地
名
は
小
俣
町、

粟
野
と
い
う
地
名
は
旧
伊
勢
市
に

粟
野
村
は
よ
り
広
域
地
名
た
る
湯
田
郷
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
『
光
明
寺
文
書
』

に
よ
る
と、

湯
田
郷
に
含

・

湯
田
野
（
二
七
四
号）

岡
御
園
（
二
九
三
号）

な
ど
が
あ
り、

こ
の
内、

松
倉
村
は
小
俣
町
松
倉、

宇
羽
西
村
は
小
俣
町
離
宮
前
周
辺、

湯
田
野
は
旧
伊
勢
市
湯
田
野、

小
俣
御
園
は
小
俣
町
上
久
保
周
辺、

筒
岡
御
園
は
玉
城
町
と
小
俣
町
に
ま
た
が
る
大
仏
山
周
辺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

古
代
・

中
世

の
湯
田
郷
と
は、

現
在
の
旧
伊
勢
市
西
部
か
ら
小
俣
町
・

玉
城
町
に
か
け
て
の
地
名
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
II
参
照）
。

律
令
制
下
に
お
い
て
は、

売
買
に
は
す
べ
て
官
司
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ

た
。

具
体
的
に
は、

ま
ず
売
買
の
当
事

者
か
ら
郷
長
に
「
辞」

を
以
て
売
買
契
約
の
事
実
を
申
告
し、

郷
長
は
そ
の
事
実
を
確
認
す
る
と
「
解」

を
作
成
し
て
売
主
・

買
主
・

保
証
人

の
署
名
を
と
り、

郡
に
申
告
す
る
。

郡
で
は
そ
の
「
解」

の
余
白
に
売
買
承
認
の
文
言
と
日
付
を
記
し
て
署
名
し、

紙
面
全
体
に
郡
の
職
印
を

捺
す
と
い
う
手
続
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
本
文
書
の
場
合、

売
主
の
掃
守
某
が
大
神
宮
司
判
官
代
大
中
臣
近
字
に
「
辞」

を
以
て
申
請
し
た
の

を
受
け
て
、

近
字
が
そ
の
「
辞」

に
署
名
し
て
度
会
郡
に
申
請
し、

郡
司
ら
が
承
認
の
証
判
を
加
え、
「
度
会
郡
」

の
郡
印
を
紙
面
全
体
に
捺

「
公
式
令
」

に
よ
る
と、
「
辞」

は
下
級
役
人
や
庶
民
が
役
所
に
上
申
す
る
際
の
文
書
と
規
定
さ
れ
て
お
り、

掃
守
某
が
度
会
郡
に
提
出
し

た
文
書
様
式
と
し
て
は
適
切
な
も
の
と
言
え
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
合、

一

般
に
は
売
主
が
郷
長
に
「
解」

を
以
て
申
請
し、

郷
長
が
そ

謹
辞 二、

翻
刻

史
料
紹
介

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

（
岡
野）

・

筒
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史
料
紹
介

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

伝
来
を
示
す
と
左
の
よ
う
に
な
る。

「
金
鼓
山
金
光
明
寺
古
文
書
巻
之
拾
陣

と
い
う
標
題
が
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
二
巻
の
巻
子
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り、

な
が
ら、

こ
れ
ら
湯
田
郷
関
連
の
古
文
書
が
光
明
寺
に
入
っ
た
最
終
的
な
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が、

本
文
書
が、

こ
れ
ら
手
継
証
文
の
一

っ

と
し
て
光
明
寺
に
伝
来
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ち
な
み
に
こ
れ
ら
関
連
文
書
の
中
か
ら、

湯
田
郷
粟
野
村
に
関
す
る
文
書
を
抽
出
し、

「
金
鼓
山
金
光
明
寺
古
文
書
巻
之
拾
参

閣
文
庫
所
蔵
「
光
明
寺
古
文
書」

を
見
る
と、

（
岡
野）

度
会
郡
湯
田
郷

そ
の
上
巻
の
筆
頭
に
本
文
書
の
写
し
が
収
め
ら
れ
て
い
る。

残
念

十
四」

度
会
郡
湯
田
郷

上

四、

伝
来

れ
に
署
名
し
て
郡
に
申
請
す
る
場
合
の
方
が
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で、

あ
く
ま
で
も
「
辞」

を
使
い
続
け
た
本
史
料
は、

古
文
書
学
的
に
も

貴
重
で
あ
ろ
う。

な
お
本
文
書
の
紙
面
全
体
に
は、

何
力
所
も
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
お
り、

研
究
ー
古
印
ー
」

報
告
書、

そ
の
印
文
は
上
述
し
た
と
お
り
「
度
会
郡
印
」

と
読
み
と
れ
る。

内
閣
文
庫
所
蔵
「
光
明
寺
古
文
書」

所
収
の
本
売
券
写
に
は、

方
形
印
二
十
三
顆
の
輪
郭
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り、

本
文
書
の
発
見
に
よ
っ
て、

そ
の
印
文
が
確
認
で
き
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

ち
な
み
に、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
日
本
古
代
印
集
成
』
（
「
非
文
献
資
料
の
基
礎
的

一

九
九
六
年）

に
よ
る
と
、
「
度
会
郡
印
」

の
捺
さ
れ
た
古
代
の
文
書
は、

神
宮
文
庫
所
蔵
「
御
塩
殿
神
庫
古
文

書」

の
中
に
三
例
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り、

本
文
書
に
よ
っ
て
四
例
目
を
追
加
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は、

掃
守
某
か
ら
度
会
郡
に
提
出
さ
れ、

度
会
郡
か
ら
高
羽
江
中
大
夫
に
交
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
本
文
書
は、

十
三
」

い
か
な
る
経
緯
を

経
て
光
明
寺
に
伝
来
し、

そ
の
後、

同
寺
か
ら
流
出
し
て
今
日、

本
学
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て、

内
そ
の

図II

ルヘふ＼＼聟I"" "

N |-53-9-6-1 

（伊勢6号一1)

史
料
紹
介

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

（
岡
野）
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(
1)
 

〔
註〕

史
料
紹
介

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

（
岡
野）

長
に
対
し、

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

五、

お
わ
り
に

文
書
が
広
く
学
界
共
有
の
財
産
と
な
る
こ
と
を
願
う
所
以
で
あ
る
。

坂
合
部
末
氏

坂
合
部
末
村
（
亀
王
丸）

飯
高
氏
子

な
お、

こ
の
よ
う
に
し
て
光
明
寺
の
所
蔵
と
な
っ

た
本
文
書
が、

そ
の
後
い
か
に
し
て
同
寺
か
ら
流
出
し
た
の
か
に
つ
い
て
は、

不
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
寛
文
年
間
（
一

六
六
一

ー
七
三
）
、

度
会
延
佳
・

延
経
父
子
に
よ
っ

て
書
写
・

編
纂
さ
れ
た
「

光
明
寺
旧
記」

に
は、

本
文
書
が
書
写
さ
れ
て
い
な
が
ら、

天
保
年
間
(
-

八
三
〇
ー
四
四）
、

足
代
弘
訓
に
よ
っ

て
調
査
・

製
巻
さ
れ
た
「
光
明
寺
古
文
書」

に
は、

こ
の
原
本
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば、

こ
の
間
に
光
明
寺
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

ち
な
み
に、

本
文
書
と
同
じ
く
こ
の
時
期
に
光
明
寺
か
ら
流
出
し
た
と
思
わ
れ
る
古
文
書
の
多
く
は、

神
宮
祭
主
藤
波
家
か
ら、

神
宮
伝
奏

を
務
め
た
広
橋
家
を
経
由
し
て
、

現
在
は
東
洋
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り、

ま
た
そ
の
一

部
は
下
郷
伝
平
氏
の
手
を
経
て
下
郷
共
済
会
に
伝
え

ら
れ
て
い
る。

本
文
書
の
本
格
的
な
研
究
の
た
め
に
は、

内
閣
文
庫
所
蔵
の
「

光
明
寺
古
文
書」

や、

慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
の
「
光
明
寺
古
文

書」

は
も
ち
ろ
ん、

こ
れ
ら
東
洋
文
庫
所
蔵
・

下
郷
共
済
会
所
蔵
の
「

光
明
寺
旧
蔵
文
書」

と
の
詳
細
な
比
較
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う。

本

以
上、

今
回
新
た
に
皇
學
館
大
学
の
所
蔵
と
な
っ

た
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

の
概
要
と
そ
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
、

管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
紹

介
を
試
み
て
き
た
。

本
文
書
が、

ひ
と
り
伊
勢
国
の
古
代
史
研
究
の
み
な
ら
ず、

広
く
国
史
学
上
・

日
本
古
文
書
学
上
に
お
い
て
、

き
わ
め
て

貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は、

大
方
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
う。

も
と
よ
り
専
門
外
の
時
代
で
も
あ
り、

思
わ
ぬ
誤
謬

を
犯
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

大
方
の
ご
意
見
・

ご
批
判
を
お
待
ち
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ

て
し
ま
っ

た
が、

早
く
本
文
書
の
価
値
を
ご
理
解
下
さ
り、

小
俣
御
園
に
つ
い
て
は 、
「
湯
田
郷
小
俣
御
園
内
字
上
窪
」
（
二
八
三
号）

な
ど
と
見
え
る
こ
と
か
ら 、

現
在
の
小
俣
町
上
久
保
周
辺
と
推
定
さ
れ
る
。

← 

日
置
兒
子

ロ

大
中
臣
守
友

物
部
孫
王
丸

← 

← 

← 

← 

＜
 

度
会
犬
子

大
中
臣
国
重

← 

度
会
光
包

|

←

大
春
日
氏
澤

物
部
彦
松

← 

← 

藤
原
盛
宗

僧
駿
河
公
胤

（
下
粟
野
村
桑
原
垣
内）

局
羽
江
中
大
夫

← 
掃
守
某

史
料
紹
介

（
下
粟
野
村
空
閑
点
地）

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

（
岡
野）

そ
の
購
入
に
当
た
っ

て
特
段
の
ご
高
配
を
賜
っ

た
伴
五
十
嗣
郎
学

佐
伯
光
重

← 
伴
犬
子

← 
比
丘
尼
某

（
上
粟
野
村
内
小
粟
里）
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一

九
七
五
年）

も
参
照
さ
れ
た
い
。

一

九
七
七
年）

の
「
解
題
」
（
旭
澄
江
・

網
野
善
彦
・

小
田
雄
三
•

佐
々

(

3
)
 

(

2
)
 

と。

一

九
八
三
年）

も
参
照
の
こ

佐
藤
進
一

氏
『
古
文
書
学
入
門
』
（
法
政
大
学
出
版
局、

ま
た
宇
羽
西
村
と
筒
岡
御
園
の
比
定
地
に
つ
い
て
は
、

岡
田
登
氏
「
天
平
勝
宝
八
年
創
祀
の
度
会
郡
中
臣
氏
神
社
に
つ
い
て
」
（
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂

所
報
『
史
料
』
一

八
五
号、
―
1
0
0
三
年）

を
参
照
の
こ
と
。一

九
七
一

年）
―
-
六
七
ー
ニ
八
一

頁
参
照。

な
お
同
書
に
は、

郷
長
が
売
主
の
申
請
を
受
け

て
「
解」

を
作
成
し
た
事
例、

売
主
が
「
辞
」

を
作
成
し
た
事
例
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か、

後
述
す
る
と
お
り
一

般
に
は、

売
主
が
「
解
」

を
作

成
し
て
郷
長
に
申
請
す
る
事
例
の
方
が
多
い
。

日
本
歴
史
学
会
編
『
概
説
古
文
書
学
』

古
代
・

中
世
編
（
吉
川
弘
文
館、

「
光
明
寺
旧
記
」

と
「
光
明
寺
古
文
書
」

の
成
立
事
情、

お
よ
び
東
洋
文
庫
所
蔵
・

下
郷
共
済
会
所
蔵
「
光
明
寺
旧
蔵
文
書」

の
伝
来
過
程
に
つ
い

て
は、
『
日
本
塩
業
大
系』

史
料
編、

古
代
・

中
世
（
二
）
（
日
本
塩
業
研
究
会、

木
銀
弥
•

新
田
英
治
・

山
口
隼
正
の
六
氏
担
当）

に
詳
細
な
説
明
が
あ
る。

ま
た
棚
橋
光
男
氏
「
中
世
伊
勢
神
宮
領
の
形
成
と
そ
の
特
質」
（
上）
（
『
日

本
史
研
究
』
一

五
五
号、

史
料
紹
介

伊
勢
光
明
寺
旧
蔵
「
掃
守
某
畠
地
売
券」

（
岡
野）
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